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第２回 千代田区公園・児童遊園等整備方針検討会 

議事要旨 

 

日時 令和５年１０月３１日（火）１０時００分～１２時００分 

会場 千代田区役所  4階 402・403会議室 

出席委員 ５名 

議題 整備方針の改定について 

 

議事要旨 

⚫ 開会 

⚫ 議事要旨の確認 

⚫ 整備方針の改定について 

⚫ 意見交換 

⚫ 報告事項 

 ①区立公園における花火利用について（試行） 

 ②飯田橋児童遊園の廃止と外濠公園の区域変更について 

 

 

 

⚫ 資料３に基づき、第 1回検討会の議事要旨について説明 

⚫ 資料４に基づき、整備方針改定の目的、公園等の現状と課題、今後の方向性について説明 

 

 

①整備方針改定のポイント 

⚫ メッセージ性のある「大きなコンセプト」があると良い。地域の社会課題を解決するため、社

会的弱者のためといったウェルビーイングなどを打ち出すのも良い。 

⚫ 例えば、美術館とセットで何ができるか等、隣接するパブリックなものとの関係性で、この千

代田区における豊かな暮らし方のイメージを描き出していけるといい。公園の中に囚われ

ず検討を深めてほしい。 

②公園の分類について 

⚫ 昼間人口が多いという千代田区の地域特性や利用実態を踏まえると公園の分類が必要で

ある。さらに、地域の顔となっている思いが強い公園や利用が少ない公園についても分類

されたい。 

⚫ 地域に住んでいる人の違いにより、公園との関わり方に地域差がある。公園をグループにし

て、その中でそれぞれの公園にどういう性格づけがありうるか、公園機能についても配置の

みならず、どのくらいの領域間、地域間を担保できるか、バランスが取れているかそのよう

な視点からも検討されたい。 

⚫ 保護者目線では、靖国通りや本郷通りといった大通りを跨がない範囲で遊ぶようにしてい

ることもある。その範囲で「公園の選択肢」を持たせることも有効である。 

③千代田区での特色ある整備について 

⚫ 基礎自治体の強みは、様々な公共事業と連携できることである。公園は、図書館と公園、病
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院と公園、神社と公園といったように相互で利活用ができる可能性がある。また、公園をよ

く見ると、緑も歴史に根付き、地形と一体となった公共施設やオープンスペースがある。さ

らに神保町の古本、秋葉原の新しいコンテンツ等、外から羨ましがられる要素がたくさんあ

るので地域の特徴を活かしてほしい。 

⚫ 子どもが公園で遊ぶこと、大人も子どもを公園で遊ばせていることから、子どもを視点とし

た優先的整備は必要である。一方で、それ以外の利用者の視点も大切にされたい。 

⚫ スケボー等の特化型アクティビティでは、上級者と初心者で異なるニーズがあり、ターゲッ

トを絞ることが重要。世代や初心者向けなど、対象を丁寧に設定することが大切である。 

⚫ 子どもたちは、プレーリーダーといった「人」に引っ張られて公園に行くことがある。移動手

段は自転車が多く、小学生になると、一駅程度であれば自転車で移動することから、公園の

ハード整備として、「駐輪場整備」も重要である。 

④地域との合意形成について 

⚫ ステークホルダーや地域の方々を早い段階で巻き込み十分に理解していただくことが非常

に重要である。 

⚫ スケボーやバスケットといった特化型の整備を進める際に、ときに地域とのハレーションが

大きいことがある。今後、公園をリニューアルしていくときには、合意形成のデザインなども

早い時期に行うことが重要である。 

⚫ 何もないところから公園を整備するより、地域で既に使われているものを徐々に拡充・整備

していったり民間施設の利用状況を把握しながら計画することでハレーションを軽減でき

る可能性がある。 

⑤公園の維持管理・運営等について 

⚫ 維持管理の問題解決において、地域の手を借りる必要は一定程度あり、そのためには、地域

の方に公園を自分たちのものだと思ってもらわなければならない。地域との連携をより積

極的に行い維持管理に参加いただくことで、子どもたちや日々の楽しみ、快適性に繋がる。 

⚫ 「地域のサポーター」のような認定制度等を設けて連携することで、将来な維持管理にも繋

げられるのではないか。 

⚫ 維持管理について地元企業や神社との協力、隣接する小学校と一体的に行うといった観点

もあると良い。特に震災復興小公園は隣接する公共施設用地と合わせて活用するとよい。 

⚫ 公園のルール看板について、今後は「メッセージの出し方」を工夫されたい。現在は「禁止す

ること」がベースとなった記載だが、例えばＮＹのブライアントパークのように「ぜひこういっ

たことも公園でやってください。しかし、こういったことはやめてください。」といった表現

方法も参考に工夫されたい。 

⚫ 「できることの増やし方」について、ハード整備で増やしていくことは重要である。あわせて、

時間をシェアするといったマネジメントを行うことで、公園での活動をより広く喚起してい

けるのではないか。 

 

 

⚫ 資料５「区立公園における花火利用について（試行）」及び資料６「飯田橋児童遊園の廃止と

外濠公園の区域変更について」を報告した。 

⚫ 第３回検討会を令和６年１月１６日火曜日、午前９時半より千代田区役所で開催することを

報告した。 

 

その他（事務局より） 

閉会 


